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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期
第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (百万円) 460,848 477,005 932,794

経常利益 (百万円) 15,810 15,991 29,625

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,754 7,800 8,023

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,513 9,091 8,289

純資産額 (百万円) 247,652 257,124 252,388

総資産額 (百万円) 622,324 626,698 633,858

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 17.10 35.53 36.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.63 37.82 36.59

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 39,967 37,098 56,961

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15,654 △20,830 △33,528

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △15,555 △11,029 △27,828

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 84,137 76,481 70,943

　

回次
第64期
第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.84 21.49

(注)１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 第64期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

   (企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

   ません。

　

２ 【事業の内容】

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日～平成24年６月30日）におけるわが国経済は、東日本大

震災からの復興需要の本格化やエコカー補助金等の政策効果もあり、内需が堅調に推移する下で景気は緩

やかな持ち直しの動きを示しました。

  当業界におきましては、デフレ状況が続く市場環境の下でお客様の低価格志向が強まり、販売競争が激化

するとともに、主原料の小麦粉が昨年７月に大幅に値上げされた影響が残るなど収益が圧迫される厳しい

経営環境となりました。

  このような情勢下にありまして、当社グループは製品の品質改善と新製品開発に積極的に取り組み、「春

のパンまつり」を活用して主力製品の取扱拡大をはかるとともに、低価格帯への製品対応を強化するなど、

市場動向に即応した部門別製品施策、営業施策を推進してまいりました。

  また、前年の第２四半期は、東日本大震災後のパン類の需要急増を背景に、当社グループにおいては品種

数を絞り込んで効率的な生産・販売体制を維持し、販売促進費用を抑制しつつ売上を伸長することができ

ましたが、震災後１年が経過した当第２四半期は、お客様の製品選択が低単価製品に移行し販売競争が激化

する中で販売促進費や広告宣伝費が増加するとともに、品種数の増加に伴い事業所間の配送が増加したこ

とによる物流費の増加もあり、前年同期と比べて販売費用が増加しました。

  当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は4,770億５百万円（対前年同期比103.5％）、

営業利益は157億20百万円（対前年同期比101.1％）、経常利益は159億91百万円（対前年同期比101.1％）、

四半期純利益は78億円（対前年同期比207.8％）となりました。前年同期において、東日本大震災関連費用

や資産除去債務の過年度分を特別損失に計上したこともあり、四半期純利益は大幅に増加しました。
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セグメントの業績は以下のとおりであります。

セグメントの名称 区分 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

食品事業 食パン 49,518 101.6

　 菓子パン 165,720 103.8

　 和菓子 32,252 100.5

　 洋菓子 56,835 101.1

　 調理パン・米飯類 57,317 111.5

　 製菓・米菓・その他商品類 78,152 101.8

　 食品事業計 439,798 103.5

流通事業 33,178 103.0

その他事業 　 4,028 108.4

合計 477,005 103.5

　

＜食品事業＞

食品事業の主要製品別の売上状況は次のとおりであります。

①食パン部門（売上高495億18百万円、対前年同期比101.6％）

  食パンは、ヤマザキの技術力を結集した中間価格帯の新製品「ロイヤルブレッド」や低価格帯の「モー

ニングスター」がお客様の好評を得て売上増に寄与いたしました。また、主力の「ダブルソフト」の売上回

復もあり、食パンの売上は堅調に推移しました。

②菓子パン部門（売上高1,657億20百万円、対前年同期比103.8％）

  菓子パンは、品質の優位性を背景にフル価格帯の製品施策を推進し、ヤマザキ菓子パンシリーズやミニパ

ンの薄皮シリーズなど主力製品が伸長し、好調な売上となりました。「ランチパック」は、主力製品の拡販

と価格帯別の対応強化により大きく伸長しました。また、さっくり、しっとりした生地に口溶けのよいク

リームをサンドした新製品「ヴィエノワーズミルク」が寄与し、ハードロールは大幅な売上増となりまし

た。

③和菓子部門（売上高322億52百万円、対前年同期比100.5％）

  和菓子は、串団子・大福・まんじゅうなどの和生が堅調に推移するとともに、「具たっぷりシリーズ」の

品質改善効果や加温を要しない即食タイプ製品の寄与もあり中華まんの売上が伸長しました。

④洋菓子部門（売上高568億35百万円、対前年同期比101.1％）

  洋菓子は、量販店向けの２個入り生ケーキが大きく伸長するとともに、「大きなツインシュー」などの

シュークリームが引き続き好調に推移しました。また、不二家洋菓子店の増加やコンビニエンスストア向け

製品の開発強化もあり、㈱不二家の洋菓子事業が好調に推移しました。

⑤調理パン・米飯類部門（売上高573億17百万円、対前年同期比111.5％）

  調理パン・米飯類は、主要取引先のコンビニエンスストアチェーンの売上が好調に推移したことや取引

店舗数の拡大もあり、売上が伸長しました。

⑥製菓・米菓・その他商品類部門（売上高781億52百万円、対前年同期比101.8％）

  製菓・米菓・その他商品類部門は、㈱不二家の「ルック」などのチョコレート、ヤマザキ・ナビスコ㈱の

「リッツ」や「オレオ」、㈱東ハトの新製法のポテトスナック「あみじゃが」が伸長しました。

  以上の結果、食品事業の売上高は4,397億98百万円（対前年同期比103.5％）、営業利益は154億84百万円

（対前年同期比100.7％）となりました。

　
＜流通事業＞

  ㈱デイリーヤマザキのコンビニエンスストア事業につきましては、店舗売上の増加や協賛金収入の増加

もあり、営業総収入は331億78百万円（対前年同期比103.0％）となりました。収益面では、新規出店に伴う

費用の増加もあり、営業損失は８億37百万円（前年同期は８億77百万円の営業損失）となりました。

 

＜その他事業＞

  その他事業につきましては、売上高は40億28百万円（対前年同期比108.4％）、営業利益は６億26百万円
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（対前年同期比96.9％）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は6,266億98百万円で、前連結会計年度末に対し71億59百万円減

少しました。流動資産は1,998億74百万円で、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に対し

40億56百万円減少しました。固定資産は4,268億24百万円で、有形固定資産の減価償却が進んだこと等もあ

り、前連結会計年度末に対し31億３百万円減少しました。負債合計は3,695億73百万円で、前連結会計年度末

に対し仕入債務や借入金等の減少もあり、118億95百万円減少しました。純資産は2,571億24百万円で、利益

剰余金が42億51百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に対し47億35百万円増加しました。

  この結果、自己資本比率は37.82％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益157億81百万円に加え、減価償却費194

億59百万円、売上債権の減少額113億69百万円などにより370億98百万円のプラスとなりましたが、前年同期

に対しては28億68百万円収入が減少しました。 

  投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得などにより208億30百万円のマイナスとなり、前

年同期に対しては投資額の増加により51億76百万円支出が増加しました。 

  財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済、配当金の支払などにより110億29百万円のマイナ

スとなり、前年同期に対しては45億26百万円支出が減少しました。 

  以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は764億81百万円となり、前連結会

計年度末に対しては55億37百万円の増加となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は33億40百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 800,000,000

計 800,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 220,282,860220,282,860

東京証券取引所
市場第一部
大阪証券取引所
市場第一部

単元株式数  1,000株

計 220,282,860220,282,860― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年６月30日 ― 220,282― 11,014 ― 9,664
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

飯島興産株式会社 東京都千代田区岩本町３－10－１ 15,108 6.85

財団法人
飯島記念食品科学振興財団

千葉県市川市市川１－９－２ 12,500 5.67

株式会社日清製粉グループ本社 東京都千代田区神田錦町１－25 11,062 5.02

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２－３－１ 9,849 4.47

住友商事株式会社 東京都中央区晴海１－８－11 9,355 4.24

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１－４－２ 8,165 3.70

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２－１－１ 6,501 2.95

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 6,324 2.87

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３－７－３ 5,557 2.52

飯島  和 東京都三鷹市 4,494 2.04

計 ― 88,918 40.36

　

(注) 株式会社みずほコーポレート銀行及びその共同保有者であるみずほ信託銀行株式会社から平成24年３

月７日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書の写しの送付があり、平成24年２月29日現在で

以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末におけ

る実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

株式会社みずほコーポ
レート銀行

東京都千代田区丸の内１－３－３ 3,946 1.79

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１－２－１ 7,157 3.25

合  計 11,103 5.04
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 743,000

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

218,514,000
218,514同上

単元未満株式
普通株式

1,025,860
― 同上

発行済株式総数 220,282,860― ―

総株主の議決権 ― 218,514 ―

(注)１  「単元未満株式」欄には、自己株式293株が含まれております。

    ２  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、1,000株（議決権１個）含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成24年６月30日現在
　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
山崎製パン株式会社

東京都千代田区岩本町
３－10－１

743,000 ― 743,000 0.33

計 ― 743,000 ― 743,000 0.33

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、日栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 74,682 81,005

受取手形及び売掛金 ※２
 94,923

※２
 83,997

商品及び製品 10,002 10,256

仕掛品 654 1,100

原材料及び貯蔵品 8,202 7,348

繰延税金資産 3,408 3,329

その他 12,812 13,561

貸倒引当金 △755 △723

流動資産合計 203,930 199,874

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 324,969 327,413

減価償却累計額 △236,671 △240,055

建物及び構築物（純額） 88,298 87,358

機械装置及び運搬具 416,803 420,420

減価償却累計額 △345,235 △351,891

機械装置及び運搬具（純額） 71,568 68,528

工具、器具及び備品 25,847 25,940

減価償却累計額 △22,440 △22,618

工具、器具及び備品（純額） 3,406 3,322

土地 111,913 112,551

リース資産 27,106 29,083

減価償却累計額 △9,871 △12,206

リース資産（純額） 17,235 16,876

建設仮勘定 3,513 4,556

有形固定資産合計 295,934 293,194

無形固定資産

のれん 17,875 17,468

その他 13,757 14,303

無形固定資産合計 31,632 31,771

投資その他の資産

投資有価証券 39,359 40,628

長期貸付金 1,571 587

繰延税金資産 26,510 25,655

その他 38,482 37,740

貸倒引当金 △3,564 △2,752

投資その他の資産合計 102,360 101,858

固定資産合計 429,927 426,824

資産合計 633,858 626,698
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 74,103

※２
 70,335

短期借入金 59,833 59,303

リース債務 4,880 5,368

1年内償還予定の社債 1,234 1,234

未払法人税等 8,008 7,718

未払費用 33,458 32,336

賞与引当金 3,907 3,495

販売促進引当金 931 824

店舗閉鎖損失引当金 12 18

資産除去債務 22 13

その他 ※２
 33,338

※２
 31,235

流動負債合計 219,731 211,882

固定負債

社債 4,933 4,316

長期借入金 42,355 39,381

リース債務 12,671 12,364

退職給付引当金 82,365 84,003

役員退職慰労引当金 3,233 3,236

債務保証損失引当金 1,377 －

資産除去債務 3,745 3,824

その他 11,055 10,564

固定負債合計 161,737 157,691

負債合計 381,469 369,573

純資産の部

株主資本

資本金 11,014 11,014

資本剰余金 9,676 9,676

利益剰余金 205,414 209,666

自己株式 △722 △746

株主資本合計 225,381 229,609

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,840 7,533

繰延ヘッジ損益 △2 △1

土地再評価差額金 － 45

為替換算調整勘定 △292 △164

その他の包括利益累計額合計 6,544 7,411

少数株主持分 20,462 20,102

純資産合計 252,388 257,124

負債純資産合計 633,858 626,698
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 460,848 477,005

売上原価 290,596 301,531

売上総利益 170,252 175,473

販売費及び一般管理費 ※１
 154,700

※１
 159,753

営業利益 15,551 15,720

営業外収益

受取利息 37 34

受取配当金 444 416

固定資産賃貸料 275 291

為替差益 － 2

持分法による投資利益 163 165

雑収入 635 517

営業外収益合計 1,555 1,426

営業外費用

支払利息 1,086 920

雑損失 209 235

営業外費用合計 1,296 1,155

経常利益 15,810 15,991

特別利益

固定資産売却益 2 4

債務保証損失引当金戻入額 29 1,006

投資有価証券売却益 46 0

その他 6 177

特別利益合計 85 1,188

特別損失

固定資産除売却損 825 731

震災関連費用 2,113 200

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,696 －

店舗閉鎖損失 116 144

投資有価証券評価損 665 247

その他 349 74

特別損失合計 5,766 1,398

税金等調整前四半期純利益 10,128 15,781

法人税等 6,242 7,631

少数株主損益調整前四半期純利益 3,886 8,150

少数株主利益 132 349

四半期純利益 3,754 7,800
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,886 8,150

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △394 731

繰延ヘッジ損益 5 0

為替換算調整勘定 13 150

持分法適用会社に対する持分相当額 2 58

その他の包括利益合計 △373 941

四半期包括利益 3,513 9,091

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,383 8,667

少数株主に係る四半期包括利益 129 424
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,128 15,781

減価償却費 19,176 19,459

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,696 －

震災関連費用 2,113 200

のれん償却額 601 603

貸倒引当金の増減額（△は減少） △38 △842

賞与引当金の増減額（△は減少） 336 △411

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,622 1,613

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △29 △767

受取利息及び受取配当金 △481 △450

支払利息 1,086 920

持分法による投資損益（△は益） △163 △165

固定資産除売却損益（△は益） 822 727

投資有価証券評価損益（△は益） 665 247

売上債権の増減額（△は増加） 20,847 11,369

たな卸資産の増減額（△は増加） 934 224

仕入債務の増減額（△は減少） △5,848 △3,867

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,641 △132

その他 △2,073 1,199

小計 49,756 45,709

利息及び配当金の受取額 480 455

利息の支払額 △1,140 △934

法人税等の支払額 △7,866 △7,931

その他 △1,261 △200

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,967 37,098

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 89 785

有形固定資産の取得による支出 △14,598 △18,005

有形固定資産の売却による収入 62 40

無形固定資産の取得による支出 △2,374 △1,104

投資有価証券の取得による支出 △371 △789

貸付けによる支出 △13 △81

貸付金の回収による収入 67 70

その他 1,482 △1,746

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,654 △20,830
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △317 △47

長期借入れによる収入 2,616 6,900

長期借入金の返済による支出 △11,682 △11,307

社債の償還による支出 △617 △617

リース債務の返済による支出 △2,179 △2,576

自己株式の取得による支出 △22 △25

自己株式の売却による収入 0 1

配当金の支払額 △3,288 △3,287

少数株主への配当金の支払額 △64 △69

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,555 △11,029

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,755 5,265

現金及び現金同等物の期首残高 75,296 70,943

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 85 －

連結子会社と非連結子会社との合併による現金及び
現金同等物の増加額

－ 272

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 84,137

※1
 76,481
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【継続企業の前提に関する事項】

  該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

  該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

  該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度  
(平成23年12月31日)

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日)

  １  債務保証

      連結子会社以外の会社、加盟店等に対して下記の

債務保証をしております。

  (1) 関係会社

㈱サンロイヤル旭川 銀行借入金 950百万円
　

㈱スーパーヤマザキ 銀行借入金他 145  〃
　

サンリーフファーム㈱ 銀行借入金 118  〃
　

㈱盛岡デリカ 〃 50  〃
ヤマザキフランスS.A.
S.

〃 40  〃

㈱金沢ジャーマン
ベーカリー

〃 30  〃

㈱ユトリア不二家 〃 25  〃

成都山崎麺包有限公司 〃 15  〃

合計 　 1,375  〃

  １  債務保証

      連結子会社以外の会社、加盟店等に対して下記の

債務保証をしております。

  (1) 関係会社

大徳食品㈱
関東大徳㈱
サンリーフファーム㈱

銀行借入金
〃
〃

6,050百万円
962  〃
76  〃

㈱盛岡デリカ 〃 50  〃
　

ヤマザキフランスS.A.
S.

〃   38  〃
　

中部麺業㈱
㈱ユトリア不二家

〃
〃

22  〃
21  〃

㈱金沢ジャーマン
ベーカリー

〃 20  〃

成都山崎麺包有限公司 〃 15  〃

㈱スーパーヤマザキ 仕入債務 6  〃

合計 　 7,264  〃

  (2) その他

㈱ジェフグルメ
カード

営業債務 30百万円

加盟店 店舗設備賃借料 27  〃
高知県食品工業
団地協同組合

借入金   20  〃

合計 　   77  〃
債務保証高合計 　 1,453百万円

  (2) その他

㈱ジェフグルメ
カード

営業債務 30百万円

高知県食品工業
団地協同組合

借入金 20  〃

加盟店 店舗設備賃借料 17  〃

合計 　 67  〃
債務保証高合計 　 7,331百万円

※２  連結期末日満期手形の会計処理

      連結期末日満期手形の会計処理は、手形交換日を

もって決済処理しております。したがって、当連結期

末日は金融機関が休日のため次のとおり連結期末日

満期手形が期末残高に含まれております。

受取手形 　 43百万円

支払手形 　 221  〃
流動負債その他
（設備関係支払手形）

　 1,992  〃

 

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

      四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理は、

手形交換日をもって決済処理しております。した

がって、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関

が休日のため次のとおり四半期連結会計期間末日満

期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれてお

ります。

受取手形 　 70百万円

支払手形 　 345  〃
流動負債その他
（設備関係支払手形）

　 612  〃

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

広告宣伝費 22,605百万円

発送及び配達費 23,337  〃

給料及び諸手当 43,926  〃

従業員賞与 6,385  〃

賞与引当金繰入額 1,474  〃

退職給付費用 3,280  〃

福利厚生費 8,086  〃

減価償却費 7,481  〃

賃借料 13,248  〃

※１  販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

広告宣伝費 24,066百万円

発送及び配達費 24,839  〃

給料及び諸手当 45,127  〃

従業員賞与 6,088  〃

賞与引当金繰入額 1,453  〃

退職給付費用 3,335  〃

福利厚生費 8,258  〃

減価償却費 7,902  〃

賃借料 13,134  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 85,951百万円

預金期間が３ヶ月超の定期預金 △1,813  〃

現金及び現金同等物 84,137百万円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 81,005百万円

預金期間が３ヶ月超の定期預金 △4,524  〃

現金及び現金同等物 76,481百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
  定時株主総会

普通株式 3,294 15平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結 

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日
  定時株主総会

普通株式 3,293 15平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結 

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２食品事業 流通事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 424,92032,2143,714460,848 － 460,848

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,116 2,75012,89818,765△18,765 －

計 428,03634,96516,612479,614△18,765460,848

セグメント利益又は損失(△) 15,374△877 646 15,144 407 15,551

  (注) １ セグメント利益又は損失の調整額407百万円は、セグメント間取引の消去であります。

       ２ セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２食品事業 流通事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 439,79833,1784,028477,005 － 477,005

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

3,080 3,20613,72520,013△20,013 －

計 442,87836,38517,753497,018△20,013477,005

セグメント利益又は損失(△) 15,484△837 626 15,273 447 15,720

  (注) １ セグメント利益又は損失の調整額447百万円は、セグメント間取引の消去であります。

       ２ セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円10銭 35円53銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,754 7,800

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,754 7,800

普通株式の期中平均株式数(千株) 219,598 219,550

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月10日

  山 崎 製 パ ン 株 式 会 社

取 締 役 会   御 中

　

日  栄  監  査  法  人

　

指 定 社 員
業務執行社員

  公認会計士     山    田    浩    一    ㊞

　
指 定 社 員
業務執行社員

  公認会計士     國    井        隆      ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山崎
製パン株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山崎製パン株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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